
 今回、全国の医師に「ぜひ、鹿角へお越しください。」と大きな声で呼びかけを行う

こととしました。地域に密着した医療を展開したいと考えておられる医師の方は、ぜ

ひ、この魅力ある鹿角においでください。 

 「みんなで医療や福祉を支える」ことが、この地域の魅力です。日本全国どこも医

師不足で、それは鹿角も例外ではありません。私たちは、自信を持って、いっしょに

活動していただけるお医者さんをお迎えできると考えております。 

特に、平成 18 年 5 月から続く精神科常勤医の不在により、応援を申し出ていただ

いた先生方の努力で、外来診療を継続している状態であり、鹿角がめざす「地域で支

える精神福祉」には、精神科の常勤医が不可欠となっています。 

もちろんもちろんもちろんもちろん、、、、精神科精神科精神科精神科だけでなくだけでなくだけでなくだけでなく、、、、小児科小児科小児科小児科などなどなどなど全全全全てのてのてのての診療科診療科診療科診療科のののの医師医師医師医師をををを地域地域地域地域でででで支支支支えますえますえますえます。。。。    

 

 

 

かづの厚生病院      http://www.hspkazuno.kazuno.akita.jp/ 

鹿角中央病院       http://www7b.biglobe.ne.jp/~keiaikai/ 

大湯リハビリ温泉病院   http://www.ink.or.jp/~oyu-reha/ 

鹿角の医療と福祉を考える  

市民町民の会        

秋田県医師確保対策室   http://www.pref.akita.lg.jp/ 

鹿角市          http://www.city.kazuno.akita.jp/ 

小坂町          http://www.town.kosaka.akita.jp/ 

http://www.geocities.jp/kadunokosaka/index.htm 

 

 

 

 

秋田県の北部にある鹿角地域は、全国屈指の景勝地・十和田八幡平国立公園を南北に

抱え、奥羽山脈の峰々と米代川に代表される清流が織りなす四季の風情が豊かなまちで

あり、かの「石川啄木」が詠んだ詩にもその一端を垣間見ることができます。 

 さて、鹿角地域では、10 年ほど前の地元の中核病院の縮小をきっかけとして、地域の

医療や福祉を支えていくための取り組みを住民・行政・医療機関等が一体となって進め

ていく機運が生まれており、最近では、その取り組みの機会も増えてきている状況にあ

ります。 

また、自分たちが住む地域の医療や福祉は、自分たちで築き、醸成していくことが重

要であり、その取り組みを確実に進めていくことが必要です。 



 

 

 

 

 

《鹿角市の医師確保対策》 

鹿角市では、独自の医師確保対策事業として、次の事業を実施しております。 

 

① 医師修学資金貸与事業 

将来、市内の医療機関で医師として就業する意思のある医 

学生（入学予定者含む）に対して、修学資金を無利子で貸与 

します。また、卒業後、所定の期間、市内の医療機関におい 

て勤務した場合、返還が免除されます。 

 

② 寄附講座の設置 

岩手医科大学に秋田県と市が地域医療推進学講座 

（鹿角地域）を設置し、鹿角地域の医療連携等に関 

する研究を行うとともに、その研究成果の普及啓発 

を行い、地域医療の向上及び県民の健康増進に寄与 

することとしています。 
 

 

 

 

 

 

 

《お問い合わせ先》かづの地域医療懇談会 事務局 

〒018-5201 秋田県鹿角市花輪字下花輪 50（鹿角市福祉保健センター内） 

鹿角市市民部健康推進課 健康増進班 

TEL 0186-30-0119  FAX 0186-30-1257 

e-mail kenkou@city.kazuno.lg.jp 

URL http://www.city.kazuno.akita.jp/ 

かづの厚生病院（H22.5 開院） 

 

 

 

 

 

 

《懇談会の委員》 

・秋田県鹿角地域振興局福祉環境部 

・鹿角市 ・小坂町 

・鹿角市鹿角郡医師会 

・かづの厚生病院 

・鹿角市鹿角郡歯科医師会 

・鹿角薬剤師会 ・鹿角福祉施設 

・社会福祉協議会 

・鹿角の医療と福祉を考える市民町民の会 

 

北鹿新聞 

（22/7/16） 

 鹿角地域では、医師不足という大きな課題を抱えているなかで、医療機関や市民団体、

行政がそれぞれの立場において、その取り組みを進めておりましたが、鹿角地域の「地

域医療の充実」を協議するため、平成 22 年 7 月に初回の会議を開催し、地域全体の医

療水準の向上にむけた取り組みをスタートさせています。 


